
令和６年12月24日（火）、12月25日（水）に愛知県歯科医師会館（名古屋市中区）において、
令和６年度愛知県公衆衛生研究会を開催しました。

愛知県内の公衆衛生等に携わる関係者による計37題の一般演題の発表及び教育講演を行いまし
た。

一般演題発表の中から、特に優れた演題を知事表彰演題として選出し、表彰式（令和７年１月
31日(金)愛知県三の丸庁舎）において、保健医療局技監から受賞者に賞状を授与いたしました。

精神保健福祉／食品衛生・薬事環境衛生／公衆衛生従事者育成・衛生行政・地域保健・その他、
親子保健・学校保健、歯科保健・公衆栄養／高齢者の医療と福祉／生活習慣病・メタボリック
シンドローム、感染症、健康危機管理のテーマで、計31題の発表を行いました。

知事表彰演題
１ 自治体が運営する健康増進施設の現状と課題

田川 友希（あいち健康の森健康科学総合センター）

２ 保育所食物アレルギー緊急時対応アクションカードの作成について
木村 文香（日進市健康こども部こども課）

３ 特定健康診査の質問票を使用したフレイル状態の判別
平光 良充（名古屋市衛生研究所）

４ 守ろう自分のからだ「豊川市子宮頸がん予防プロジェクト」を立ち上げて
～大切な未来を守るＨＰＶワクチン接種率向上までの取り組み～
河合 哉歩（豊川市子ども健康部保健センター）

一般演題発表（口演）

教育講演

テーマ 災害時に発生する感染症への対応 -避難所×地域をつなぐDICTの役割-
講師 加來 浩器 氏

（防衛医科大学校防衛医学研究センター センター長
兼 広域感染症疫学・制御研究部門 教授）

一般演題発表（示説（ポスター））

親子保健・学校保健／感染症、健康危機管理／歯科保健・公衆栄養／高齢者の医療と福祉の
テーマで、計６題の発表を行いました。

知事表彰演題
自然に健康になれる食卓づくり
～ナッジ理論を用いた産官学連携による取組～
下里 和哉（清須保健所）



表彰式の様子 (令和７年１月31日)
受賞者の皆さんには保健医療局技監から賞状が授与されました。

受賞者の皆さん

木村 文香さん
（日進市健康こども部こども課）

下里 和哉さん
（清須保健所）

河合 哉歩さん
（豊川市子ども健康部保健センター）

田川 友希さん
あいち健康の森

健康科学総合センター（ ）

平光 良充さん
（名古屋市衛生研究所）


